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論文内容の要旨 
目的：重症筋無力症（MG）は，原因不明の神経筋接合部の神経伝達が阻害される自己免疫性疾
患の一つである．各種自己抗体が関連していると言われている．MG は発症年齢から Late-onset
群と Early-onset 群に分けると，さまざまな臨床的な相違があることが示されているが，その病
態の相違は明らかにはなっていない． 
方法：今回，我々は MG 患者を Late-onset 群（≧50 歳）26 名と Early-onset 群（<50 歳）29 名
に分け，末梢血中の各種 T・B リンパ球の表面マーカーを用いてサブセットを測定した． 
結果：T リンパ球サブセット（Cytotoxic T 細胞，Suppressor T 細胞，Activated CD8 細胞，
Activated CD4 細胞，Regulatory T 細胞，Natural Killer 細胞）の検討では，Activated CD8
細胞（CD8+ HLA-DR+）が，年齢マッチした正常対照群に比較して，Late-onset群とEarly-onset
群ともに有意に高値（ｐ＝0.05，ｐ＝0.03）を示した．これは MG の病態との関連が示唆され
た．B リンパ球サブセット（Transitional B 細胞，Naïve B 細胞，Memory B 細胞，Plasmablast）
の検討では，Memory B 細胞（CD19+ CD27+）が Late-onset 群において年齢マッチした正常
対照群と比較し，有意に低値であった（ｐ＝0.04）．一方，Early-onset 群と年齢マッチした正
常対照群の比較では有意差は認めなかった．Late-onset 群と Early-onset 群の Memory B 細胞
の比較では，Late-onset 群で有意に低値を示した（ｐ＝0.00002）．Late-onset 群 MG 患者にお
ける末梢血 Memory B 細胞の低下は，末梢血 Memory B 細胞が活性化し，リンパ節や胸腺など
の組織へ侵入・定着することでもたらされる．侵入・定着した Memory B 細胞は Plasmablast
から Plasma cell へ分化し，その後に自己抗体を産生すると想定された． 
結論：MG 患者の末梢血 T・B リンパ球サブセットにおいて Memory B 細胞が低値で 
あることは，Late-onset 群 MG 患者の特徴であると考えられた． 
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